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備え１ 危険な場所、避難経路及び避難所の確認を

 和元年6月作成

「この地図は、大分県知事の承認を得て 5000分の1 森林基本図の電磁的記録を利用し、調製したものである。　　　　（承認番号　24-77号　　平成25年2月15日）　」

**位置図

土砂災害特別警戒区域

**区域図

位置図（広域）

土砂災害警戒区域（地すべり）

項　　目 記号

土砂災害警戒区域（土石流）

土砂災害警戒区域（急傾斜）

日田市役所　防災・危機管理課　電話 0973-23-3111
ホームページ（http://www.city.hita.oita.jp）

指定避難所（市が運営する避難所）

自主避難所（地元と協議して決めた避難所）

日田市

（光岡地区）吹上町

問い合わせ先： Ⅰ-1-2089,Ⅰ-1-2099

土砂災害ハザードマップ

危険が想定される区域

主要な避難路

土砂災害危険箇所（基礎調査未実施）

注意事項

避難所の説明

洪水で浸水が想定される区域

 土砂災害警戒区域は、「土砂災害が発生した場合、住民の生命又は身体に危害が生じるおそれのある区域」です。
 土砂災害特別警戒区域は、「土砂災害が発生した場合、建築物に損壊が生じ、住民の生命又は身体に著しい危害が生じるおそれのある区域」です。

・土砂災害警戒区域等にお住まいの方は、大雨のときには警戒避難が必要となりますので、注意してください。

・また、土砂災害警戒区域以外の箇所でも土砂災害の発生する可能性がありますので、自分の住んでいる家の周辺の斜面や渓流、避難所などを
よく確認しましょう。

・自主避難所は地元と協議して決めた緊急の場合の一時避難所であり、基本的には指定避難所への早めの避難をお願いします。

「洪水で浸水が想定される区域」について

・想定最大雨量をもとに、洪水で浸水が想定される区域を設定し、避難の参考として表示しています。

・想定最大雨量は、最悪の事態を想定するための氾濫を想定最大規模の降雨量で算出しています。
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自主避難所：

吹上町公民館

指定避難所：

大分県立日田林工高等学校

指定避難所：

光岡小学校

　浸水想定区域や土砂災害警戒区域、避難所等の確
認は、ハザードマップを活用してください。
　自宅周辺の災害リスク（浸水被害、土砂災害が発生
する可能性のある箇所）と、実際に避難することになる
避難所の場所を事前に確認しておきましょう。
　また、市ホームページ（右記二次元コード）から自分
の住む地域のハザードマップを確認しましょう。

check！

備え２ 非常持出袋の準備をしましょう
　災害は、いつどんな状況で起こるか分かりません。そのため、日頃からの
備えが大切です。

避難時に最低限必要な物
□現金　
□懐中電灯　
□防災ラジオ
□予備乾電池
　（防災ラジオは単3電池3本）　
□ライター・ろうそく　
□ビニール袋　
□マスク　
□ウェットティッシュ　
□寝袋・毛布　
□飲料水
□非常食（乾パン・缶詰等）　
□紙コップ・紙食器　
□携帯電話　
□携帯電話の充電器　
□割り箸　等

個別の事情に応じて準備する物
□めがね・コンタクト　
□入れ歯　
□補聴器　
□持病の薬　
□生理用品
□ カセットコンロ・カセットボンベ　
□簡易トイレ　
□救急セット　等

　避難が長期となる場合は、市から食料等の支
援を行いますが、一時的な避難については、各
自で食料等の準備をお願いします。
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１ 安心を生み、大切な人を守る備え

　日田市では、ここ10年で3度、大雨による豪雨災害が発生しています。
　災害の被害を減らすためには、一人ひとりが「自らの命は自らが守る」という意識を持ち、行動することが
大切です。今年も本格的に梅雨期を迎えようとしていますが、災害に対する備えは万全ですか？

自然災害から身を守るために
特集

　防災・危機管理課防災・危機管理係☎㉒８３６３（市役所４階）問

▲�平成29年7月九州北部豪雨で被災
した小野地区

▲�平成24年7月九州北部豪雨で被災
した藤山町周辺

▲令和2年7月豪雨で被災した天瀬町
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